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編
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工

業
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〇

八
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史
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九

〇
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年

） 
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東

京

石

川

島

造

船

所

五

十

年

史

』

（
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社

、

一

九

三

〇

年

） 

浦

賀

船

渠

株
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編

『
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賀

船
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省
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沿
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頁 
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軍
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官

房
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軍

制
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沿

革
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八

巻
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海

軍
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臣

官

房
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一

九

四

〇

年

） 

海

軍

省

編

『

山

本

権

兵

衛

と

海

軍

』
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原

書

房

、

一

九

六
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年

） 

海

軍

軍

令

部

編

『
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治
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七

八

年

海

戦

史
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芙

蓉

書

房

、
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〇

〇
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） 
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川

崎

重

工
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株

式

会

社

社

史
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） 
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務
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村
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交

史
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書

房
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鈴

木
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貫

太
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菊
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造
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史
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九
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一
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京
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京

市

史

稿
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京
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史
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八

八
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事

始 
:
 

肥

田

浜

五

郎

の

生

涯

』

（

新

人

物

往

来

社

、

一

九

七

五

年

） 

日

本

舶

用

機

関

史

編

集

委

員

会

編

『

帝

国

海

軍

機

関

史

』

下

巻

（

原

書

房

、

一

九

七

五

年

） 

『

日

本

長

期

統

計

総

覧

第

3

巻

』

（

日

本

統

計

協

会

、

一

九

八

八

年

） 

古

谷

昌

二

『

平

野

富

二

伝 

考

察

と

補

遺

』

（

朗

文

堂

、

二

〇

一

三

年

） 

『

三

井

事

業

史

』

資

料

編

四

下

（

三

井

文

庫

、

一

九

七

二

年

） 

三

菱

社

誌

刊

行

会

編

『

三

菱

社

誌

』

第

十

二

巻

（

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

〇

年

） 

三

菱

造

船

株

式

会

社

編

『

創

業

百

年

の

長

崎

造

船

所

』

（

同

所

、

一

九

五

七

年

） 

明

治

財

政

史

編

纂

会

編

『

明

治

財

政

史

』

第

一

巻

（

丸

善

、

一

九

〇

四

年

） 

八

木

彬

男

『

明

治

の

呉

及

呉

海

軍

』

（

呉

造

船

所

、

一

九

五

七

年

） 

横

須

賀

海

軍

工

廠

編

『

横

須

賀

海

軍

船

廠

史

』

（

原

書

房

、

一

九

七

三

年

） 

横

須

賀

海

軍

工

廠

編

『

横

須

賀

海

軍

工

廠

史

』

第

一

巻

（

同

工

廠

、

一

九

三

五

年

） 

横

須

賀

市

編

『

新

横

須

賀

市

史

』

通

史

編

近

現

代

（

同

市

、

二

〇

一

四

年

） 

横

須

賀

市

編

『

新

横

須

賀

市

史

』

資

料

編

近

現

代

Ⅰ

（

同

市

、

二

〇

〇

六

年

） 

横

須

賀

市

編

『

新

横

須

賀

市

史

』

別

編

軍

事

（

同

市

、

二

〇

一

二

年

） 

竜

門

社

編

『

青

淵

先

生

六

十

年

史

』

（

同

社

、

一

九

〇

〇

年

） 

『

海

軍

省

年

報

』 

『

造

船

協

会

年

報

』 

 



１０ 
 


 

 

私

文

書 

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

『

保

古

飛

呂

比 

佐

々

木

高

行

日

記

』

第

一

二

巻

（

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

七

九

年

） 
神

谷

正

男

編

『

宗

方

小

太

郎

文

書

』

（

原

書

房

、

一

九

七

五

年

） 

坂

野

潤

治

ほ

か

編

『

財

部

彪

日

記 

海

軍

次

官

時

代

』

（

山

川

出

版

社

、

一

九

八

三

年

） 

「

魚

潭

少

将

回

顧

録

」

、

市

川

正

明

編

『

日

韓

外

交

史

料

』

一

〇

巻

（

原

書

房

、

一

九

八

一

年

） 

 
 

 

外

文

刊

行

資

料 

『

高

宗

実

録

』

（

韓

） 

『

承

政

院

日

記

』

（

韓

） 

『

張

之

洞

全

集

』

第

一

一

冊

（

河

北

人

民

出

版

社

、

一

九

八

八

年

） 

『

張

文

襄

公

全

集

』

（

中

国

書

店

、

一

九

九

〇

年

） 

『

国

家

図

書

館

蔵

民

国

軍

事

檔

案

文

献

初

編

』

第

九

巻

（

国

家

図

書

館

出

版

社

、

二

〇

〇

九

年

） 

故

宮

博

物

院

文

献

館

編

『

清

光

緒

朝

中

日

交

渉

史

料

』

、

一

九

三

二

年 

中

国

第

一

歴

史

檔

案

館

所

蔵

『

光

緒

朝

朱

批

奏

折

』

（

中

華

書

局

、

一

九

九

六

年

） 

張

侠

等

編

『

清

末

海

軍

史

料

』

（

海

軍

出

版

社

、

二

〇

〇

二

年

） 

王

玉

麒

『

海

痴

、

佘

振

興

和

老

海

軍

』

（

河

中

文

化

実

業

有

限

公

司

、

二

〇

一

一

年

） 

B
R
I
T
I
S
H
 
D
O
C
U
M
E
N
T
S
 
O
N
 
F
O
R
E
I
G
N
 
A
F
F
A
I
R
S
 

 

三

、 

新

聞

・

雑

誌 

 



１１ 
 

『

中

外

商

業

新

報

』 

『

横

浜

毎

日

新

聞

』 
『

東

京

日

日

新

聞

』 

『

中

外

商

業

新

報

』 

『

東

京

経

済

雑

誌

』 

『

東

洋

経

済

新

報

』 

『

朝

日

新

聞

』 

『

読

売

新

聞

』 

『

工

学

会

誌

』 

 

四

、 

研

究

書 

 
 

 

和

文 

稲

吉

晃

『

海

港

の

政

治

史

』

（

名

古

屋

大

学

出

版

会

、

二

〇

一

四

年

） 

伊

藤

之

雄

『

立

憲

国

家

と

日

露

戦

争 

外

交

と

内

政 
1
8
9
8

～1
9
0
5

』

（

木

鐸

社

、

二

〇

〇

〇

年

） 

井

上

洋

一

郎

『

日

本

近

代

造

船

業

の

展

開

』

（

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

、

一

九

九

〇

年

） 

上

山

和

雄

編

『

軍

港

都

市

史

研

究

』

横

須

賀

編

（

清

文

堂

出

版

、

二

〇

一

七

年

） 

金

子

栄

一

編

『

現

代

日

本

産

業

発

達

史

・

Ⅸ

造

船

』

（

交

詢

社

出

版

局

、

一

九

六

四

年

） 

川

西

英

通

編

『

軍

港

都

市

史

研

究

』

呉

編

（

清

文

堂

出

版

、

二

〇

一

四

年

） 

北

澤

満

編

『

軍

港

都

市

史

研

究

』

佐

世

保

編

（

清

文

堂

出

版

、

二

〇

一

八

年

） 



１２ 
 

小

風

秀

雅

『

帝

国

主

義

下

の

日

本

海

運

』

（

山

川

出

版

社

、

一

九

九

五

年

） 

小

林

正

彬

『

日

本

の

工

業

化

と

官

業

払

下

げ 
:
 

政

府

と

企

業

』

（

東

洋

経

済

新

報

社

、

一

九

七

七

） 
小

林

道

彦

『

日

本

の

大

陸

政

策 
1
8
9
5
‐

1
9
1
4

』

（

南

窓

社

、

一

九

九

八

） 

小

林

道

彦

『

大

正

政

変

』

（

千

倉

書

房 

二

〇

一

五

年

） 

佐

々

木

雄

一

『

帝

国

日

本

の

外

交 
1
8
9
4

～1
9
2
2

』

（

東

京

大

学

出

版

会

、

二

〇

一

七

年

） 

鈴

木

淳

『

明

治

の

機

械

工

業

』

（

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

、

一

九

九

六

年

） 

高

嶋

雅

明

『

朝

鮮

に

お

け

る

植

民

地

金

融

史

の

研

究

』

（

大

原

新

生

社

、

一

九

七

八

年

） 

千

葉

功

『

旧

外

交

の

形

成 
日

本

外

交

一

九

〇

〇

～

一

九

一

九

』

（

勁

草

書

房

、

二

〇

〇

八

年

） 

千

田

武

志

『

呉

海

軍

工

廠

の

形

成

』

（

錦

正

社

、

二

〇

一

八

年

） 

角

田

順

『

満

州

問

題

と

国

防

方

針 
明

治

後

期

に

お

け

る

国

防

環

境

の

変

動

』

（

原

書

房

、

一

九

六

七

年

） 

寺

谷

武

明

『

日

本

近

代

造

船

史

序

説

』

（

巌

南

堂

書

店

、

一

九

七

九

年

） 

寺

谷

武

明

『

近

代

日

本

の

造

船

と

海

軍

ー

横

浜

・

横

須

賀

の

海

事

史

』

（

成

山

堂

書

店

、

一

九

九

六

年

） 

中

西

洋

『

日

本

近

代

化

の

基

礎

過

程

』

上

、

（

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

二

年

） 

中

西

洋

『

日

本

近

代

化

の

基

礎

過

程

』

中

、

（

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

三

年

） 

奈

倉

文

二

、

横

井

勝

彦

、

小

野

塚

知

二

『

日

英

兵

器

産

業

と

ジ

ー

メ

ン

ス

事

件

』

（

日

本

経

済

評

論

社

、

二

〇

〇

三

年

） 

奈

倉

文

二

、

横

井

勝

彦

編

著

『

日

英

兵

器

産

業

史

』

（

日

本

経

済

評

論

社

、

二

〇

〇

五

年

） 

西

成

田

豊

『

経

営

と

労

働

の

明

治

維

新

』

（

吉

川

弘

文

館

、

二

〇

〇

四

年

） 

西

野

順

治

郎

『

日

タ

イ

四

百

年

史

』

（

時

事

通

信

社

、

一

九

八

四

年

） 

畑

野

勇

『

近

代

日

本

の

軍

産

学

複

合

体 
:
 

海

軍

・

重

工

業

界

・

大

学

』

（

創

文

社

、

二

〇

〇

五

年

） 

馮

青

『

中

国

海

軍

と

近

代

日

中

関

係

』

（

錦

正

社

、

二

〇

一

一

年

） 



１３ 
 

松

本

三

和

夫

『

船

の

科

学

技

術

革

命

と

産

業

社

会

』

（

同

文

館

、

一

九

九

五

年

） 

松

元

宏

『

三

井

財

閥

の

研

究

』

（

吉

川

弘

文

館

、

一

九

七

九

年

） 
室

山

義

正

『

近

代

日

本

の

軍

事

と

財

政

』

（

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

四

年

） 

室

山

義

正

『

松

方

財

政

研

究 
:
 

不

退

転

の

政

策

行

動

と

経

済

危

機

克

服

の

実

相

』

（

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

、

二

〇

〇

四

年

） 

森

山

茂

徳

・

原

田

環

編

『

大

韓

帝

国

の

保

護

と

併

合

』

（

東

京

大

学

出

版

会

、

二

〇

一

三

年

） 

森

山

茂

徳

『

近

代

日

韓

関

係

史

研

究

』

（

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

七

年

） 

湯

川

文

彦

『

立

法

と

事

務

の

明

治

維

新

』

（

東

京

大

学

出

版

会

、

二

〇

一

七

年

） 

横

井

勝

彦

、

小

野

塚

知

二

編

著

『

軍

拡

と

武

器

移

転

の

世

界

史

』

（

日

本

経

済

評

論

社

、

二

〇

一

二

年

） 

横

山

裕

章

『

中

国

砲

艦

『

中

山

艦

』

の

生

涯

』

（

汲

古

書

院

、

二

〇

〇

二

年

） 

 
 

 

外

文 

孙
毓

棠

『

中

日

甲

午

战
争

前

外

国

资
本

在

中

国

经
营
的

近

代

工

业
』(

上

海

人

民

出

版

社

、

一

九

五

五

年)
 

李

國

祁

『

張

之

洞

的

外

交

政

策

』

（

中

央

研

究

院

近

代

史

研

究

所

（

台

湾

）

、

一

九

七

〇

年

） 

陳

悦

『

清

末

海

軍

艦

船

志

』

（

山

東

画

報

出

版

社

、

二

〇

一

二

年

） 

黄

慶

福

『

清

末

留

日

学

生

』

（

中

央

研

究

院

近

代

史

研

究

所

、

一

九

七

五

年

） 

陳

琼
莹
『

清

季

留

学

政

策

初

探

』

（

文

史

哲

出

版

社

、

一

九

八

九

年

） 

 

五

、 

研

究

論

文 

 
 

 

和

文 



１４ 
 

芥

川

哲

士

「

武

器

輸

出

の

系

譜-
-

泰

平

組

合

の

誕

生

ま

で

」

（

『

軍

事

史

学

』

二

一

巻

二

号

所

収

、

一

九

八

五

年

九

月

） 

芥

川

哲

士

「

武

器

輸

出

の

系

譜-

承

前-

第

一

次

世

界

大

戦

の

勃

発

ま

で

」

（

『

軍

事

史

学

』

二

一

巻

四

号

所

収

、

一

九

八

六

年

四

月

） 

池

田

憲

隆

「1
8
8
3

年

海

軍

軍

拡

前

後

期

の

艦

船

整

備

と

横

須

賀

造

船

所

」

（

弘

前

大

学

人

文

学

部

『

人

文

社

会

論

叢 

社

会

科

学

篇

』

第

七

巻

、

二

〇

〇

二

年

所

収

） 

井

上

洋

一

郎

「

日

本

近

代

技

術

史

の

一

研

究―

造

船

技

術

の

自

立

化

に

つ

い

て

」

（

『

経

済

論

叢

』

第

九

九

巻

第

一

号

所

収

、

一

九

六

七

年

） 

井

上

洋

一

郎

「

明

治

期

造

船

政

策

の

意

義

と

そ

の

効

果

」

（

『

社

会

経

済

史

学

』

第

三

二

巻

第

一

号

、

一

九

六

六

年

） 

井

上

洋

一

郎

「

日

本

近

代

造

船

業

の

展

開

」

（

堀

江

保

蔵

編

『

海

事

経

済

史

研

究

』

、

海

文

堂

一

九

六

七

年

） 

市

来

俊

男

「

中

国

海

軍

の

建

設

と

日

本

海

軍

」

（

『

軍

事

史

学

』

第

十

巻

、

一

九

七

三

年

） 

大

山

梓

「

北

清

事

変

と

厦

門

出

兵

」

（

『

歴

史

教

育

』

第

十

三

巻

、

第

十

二

号

、

一

九

六

五

年

） 

大

山

梓

「

日

露

戦

争

前

に

お

け

る

日

露

関

係

の

一

問

題 

馬

山

浦

事

件

」

（

『

軍

事

史

学

』

第

四

卷

第

三

号

、

一

九

六

八

年

） 

梶

村

秀

樹

「

朝

鮮 

か

ら

見

た

日

露

戦

争

（

一

）

」

（

『

史

潮

』

第

七

号

、

一

九

八

〇

年

所

収

） 

小

池

重

喜

「

日

本

造

船

業

と

市

場

構

造

」

（

『

社

会

経

済

史

学

』

第

三

九

巻

第

二

号

、

一

九

七

三

年

、

七

九

頁

） 

小

山

弘

健

「

日

本

軍

事

工

業

発

達

史

」

（

小

山

弘

健

、

上

林

貞

治

郎

、

北

原

道

貫

共

著

『

日

本

産

業

機

構

研

究

』

伊

藤

書

店

、

一

九

四

三

年

） 

佐

藤

三

郎

「

明

治

三

三

年

厦

門

事

件

に

関

す

る

考

察‐

近

代

日

中

交

渉

史

上

の

一

齣

と

し

て

」

（

『

山

形

大

学

紀

要 

人

文

科

学

』

第

五

巻

、

第

二

号

、

一

九

六

三

年

） 

沢

護

「

フ

ラ

ン

ス

郵

船

と

日

本

、1
8
6
5

か

ら

1
8
8
9

ま

で

の

横

浜

寄

港

か

ら

」

（

『

千

葉

敬

愛

経

済

大

学

研

究

論

集

』

第

二

六

巻

、

一

九

八

四

年

所

収

） 



１５ 
 

鈴

木

淳

「

機

械

工

業

の

市

場

と

生

産

」

（

高

村

直

助

編

著

『

企

業

勃

興 

日

本

資

本

主

義

の

形

成

』

、

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

、

一

九

九

二

年

） 
鈴

木

淳

「

官

営

工

場

と

民

間

工

場

」

（

明

治

維

新

史

学

会

編

『

明

治

維

新

の

経

済

過

程

』

、

有

志

社

、

二

〇

一

三

年

所

収

） 

鈴

木

淳

「

横

浜

の

造

船

業

と

外

国

人

」

横

浜

近

代

史

研

究

会

編

『

近

代

横

浜

の

政

治

と

経

済

』

（

横

浜

開

港

資

料

館

、

一

九

九

三

年

） 

高

橋

茂

夫

「

明

治

三

三

年

厦

門

事

件

の

一

考

察-
-

山

本

海

軍

大

臣

の

態

度

を

中

心

と

し

て

」

（

『

軍

事

史

学

』

第

八

巻

、

第

四

号

、

一

九

七

三

年

） 

高

橋

茂

夫

「

韓

国

軍

艦

揚

武

に

関

す

る

資

料

若

干

」

、

『

海

事

史

研

究

』

一

二

号

、

一

九

六

九

年

。 

高

橋

義

郎

「

横

浜

船

渠

会

社

成

立

史

の

研

究

ー

横

浜

商

人

の

企

業

者

活

動

」

（

拓

殖

大

学

経

営

経

理

研

究

所

『

経

営

経

理

研

究

』

五

一

号

所

収

） 

永

井

算

巳

「

互

相

保

護

約

章

と

厦

門

事

件

」

（

『

信

州

大

学

文

理

学

部

紀

要

』

第

十

号

、

一

九

六

一

年 

） 

永

井

算

巳

「

所

謂

清

国

留

学

生

取

締

規

則

事

件

の

性

格

：

清

末

留

日

学

生

の

一

動

向

」

（

『

信

州

大

学

紀

要

』

第

二

号

所

収

） 

成

瀬

久

富

「

明

治

後

期

の

民

間

造

船

業

に

お

け

る

艦

船

建

造

費

に

つ

い

て

の

一

考

察

」

（

『

千

葉

商

大

論

叢

』

第

二

五

巻

第

一

号

、

一

九

八

七

年

） 

成

瀬

久

富

「

日

本

近

代

造

船

業

の

市

場

構

造

の

再

検

討

」

（

『

千

葉

商

大

論

叢

』

第

八

号

、

一

九

六

七

年

） 

西

川

誠

「

佐

佐

木

高

行

と

工

部

省

」

、

鈴

木

淳

編

『

工

部

省

と

そ

の

時

代

』

（

山

川

出

版

社

、

二

〇

一

二

年

） 

平

本

厚

「

航

海

・

造

船

両

奨

励

法

と

造

船

市

場

の

形

成

」

（

東

北

大

学

経

済

学

会

『

研

究

年

報

経

済

学

』

第

四

一

巻

第

一

号

、

一

九

七

九

年

） 

広

瀬

貞

三

「

李

容

翊

の

政

治

活

動

（

一

九

〇

四

〜

〇

七

年

）

」

（

朝

鮮

史

研

究

会

『

朝

鮮

史

研

究

会

論

文

集

』

、

第

二

五

号

所

収

）

村

上

勝

彦

「

第

一

銀

行

朝

鮮

支

店

と

植

民

地

金

融

」

（

『

土

地

制

度

史

学

』

第

六

一

号

、

一

九

七

三

年

） 



１６ 
 

村

嶋

英

治

「

タ

イ

近

代

国

家

の

形

成

」

（

石

井

米

雄

・

桜

井

由

躬

編

『

東

南

ア

ジ

ア

史

』

上

、

山

川

出

版

社

、

一

九

九

年

所

収

） 

森

山

茂

徳

「

朝

鮮

に

お

け

る

日

本

と

ベ

ル

ギ

ー

・

シ

ン

デ

ィ

ケ

ー

ト

」

（

『

年

報

・

近

代

日

本

研

究

』

第

二

号

、

一

九

八

〇

年

） 
山

下

幸

夫

「

日

本

造

船

業

の

市

場

構

造

ー

明

治

初

年

以

降

第

一

次

世

界

大

戦

に

い

た

る

時

期

を

中

心

と

し

て

」

（

『

中

央

大

学

八

十

周

年

記

念

論

文 

商

学

部

』

、

一

九

六

五

年

） 

山

脇

重

雄

「

馬

山

浦

事

件

」

（

『

東

北

大

学

文

学

部

研

究

年

報

』

第

九

、

一

〇

、

一

三

号

） 

湯

川

文

彦

「

明

治

初

年

外

交

事

務

の

形

成

」

（

『

明

治

維

新

史

研

究

』

第

七

号

、

二

〇

一

一

年

） 

横

山

久

幸

「

日

本

海

軍

の

対

中

同

盟

構

想

ー

日

本

陸

軍

の

兵

器

同

盟

と

の

比

較

に

お

い

て

」

（

海

軍

史

研

究

会

編

『

日

本

海

軍

史

の

研

究

』

吉

川

弘

文

館

、

二

〇

一

四

年

） 

ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

・

バ

ト

ソ

ン

「

タ

イ

の

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

と

対

日

関

係

の

展

開

」

（

杉

山

伸

也

、

イ

ア

ン

・

ブ

ラ

ウ

ン

編

著

『

戦

間

期

東

南

ア

ジ

ア

の

経

済

摩

擦

』

同

文

館

、

一

九

九

〇

年

所

収

） 

ク

ラ

イ

ヴ

・

ト

レ

ビ

ル

コ

ッ

ク

「

室

蘭

の

巨

砲-

イ

ギ

リ

ス

兵

器

産

業

に

よ

る

技

術

移

転

と

日

本

製

鋼

所

の

発

展

」

（

奈

良

文

二

、

横

井

勝

彦

編

著

『

日

英

兵

器

産

業

史

』

日

本

経

済

評

論

社

、

二

〇

〇

五

年

所

収

） 

 
 

 

外

文 

何

兰
萍

「

晚

晴

外

商

资
本

与

中

国

近

代

的

船

舶

修

造

业
」

（

『

上

海

経

済

研

究

』

二

〇

〇

八

年

第

七

期

所

収

） 

張

学

根

「

舊

韓

末

海

洋

防

衛

政

策

」

（

檀

國

史

學

會

『

史

學

志

』

（

韓

国

）

一

九

巻

一

号

、

一

九

八

五

年

） 

孔

祥

吉

「

张
之

洞

在

庚

子

年

的

帝

王

梦

」

（

『

学

术
月

刊

』

上

海

市

社

会

科

学

界

联
合

会

、

二

〇

〇

五

年

八

月

） 

孔

祥

吉

「

再

释
张
之

洞

帝

王

之

梦

」

（

『

近

代

史

研

究

』

中

国

社

会

科

学

院

近

代

史

研

究

所

、

二

〇

一

〇

年

九

月

） 

戴

海

斌

「

庚

子

事

变
时
期

张
之

洞

的

对
日

交

涉

」

（

『

历
史

研

究

』

中

国

社

会

科

学

院

、

二

〇

一

〇

年

、

第

四

号

所

収

） 

 



１７ 
 

論

文

の

内

容

の

要

旨 

 
論

文

題

目

：

明

治

期

の

造

船

業

と

「

外

需

」

事

務 

氏

名

：

賀 

申

杰 

  

こ

れ

ま

で

、

明

治

期

の

日

本

造

船

業

の

発

展

の

要

因

や

そ

の

市

場

・

需

要

の

形

成

に

つ

い

て

は

、

経

営

史

・

産

業

史

の

先

行

研

究

に

お

い

て

、

主

と

し

て

官

・

軍

需

と

民

需

の

二

つ

の

観

点

か

ら

説

明

さ

れ

て

き

た

。

た

し

か

に

、

こ

の

二

つ

の

観

点

か

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

は

重

要

な

視

角

で

は

あ

っ

た

も

の

の

、

明

治

期

日

本

の

造

船

業

の

発

展

を

考

察

す

る

場

合

に

は

、

官

・

軍

需

と

民

需

と

い

う

日

本

の

国

内

的

需

要

だ

け

で

は

な

く

、

外

国

か

ら

の

需

要

に

着

目

し

、

そ

の

性

格

と

意

義

か

ら

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

。 

一

方

、

日

本

の

近

代

造

船

業

の

発

達

発

展

に

お

け

る

外

国

の

役

割

、

特

に

西

欧

諸

国

と

の

関

係

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ま

で

の

研

究

史

に

お

い

て

、

技

術

・

人

材

・

材

料

の

供

給

源

と

し

て

の

役

割

な

ど

か

ら

の

研

究

の

蓄

積

が

あ

る

。

し

か

し

、

明

治

期

の

日

本

造

船

業

に

と

っ

て

の

外

国

は

、

日

本

に

対

し

て

技

術

・

人

材

・

材

料

の

供

給

や

産

業

の

移

植

を

推

進

す

る

主

体

と

い

う

側

面

だ

け

で

な

く

、

日

本

の

造

船

企

業

か

ら

す

れ

ば

顧

客

、

あ

る

い

は

造

船

業

経

営

上

に

お

け

る

船

舶

造

修

市

場

の

客

体

と

し

て

の

役

割

を

果

た

し

て

い

た

点

に

こ

そ

注

目

す

べ

き

だ

と

考

え

る

。 

そ

こ

で

本

論

文

で

は

、

日

本

の

造

船

市

場

の

経

営

客

体

と

し

て

の

外

需

に

着

目

し

、

明

治

期

の

造

船

業

と

そ

れ

に

関

連

す

る

外

需

事

務

に

つ

い

て

検

討

を

加

え

る

。

そ

の

上

で

、

外

需

、

官

・

軍

需

、

民

需

の

三

者

の

関

係

に

留

意

し

つ

つ

、

明

治

期

の

造

船

業

に

お

け

る

外

需

事

務

の

歴

史

的

性

格

や

外

需

に

対

す

る

明

治

政

府

、

と

り

わ

け

外

務

・

海

軍

両

省

の

態

度

に

つ

い

て

分

析

す

る

。 

検

討

に

際

し

て

、

本

論

文

で

は

二

つ

の

視

角

か

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

を

お

こ

な

っ

た

。

一

点

目

は

、

明

治

三

〇

年

代

以

前

に

お

け

る

東

京

湾

内

の

外

国

船

修

理

問

題

で

あ

る

。

東

京

湾

内

の

長

期

的

な

船

渠

不

足

と

い

う

条

件

下

に

お

い

て

、

開

港

以

来

増

大

し

続

け

た



１８ 
 

外

国

船

舶

の

修

理

需

要

に

い

か

に

応

じ

て

い

た

の

か

と

い

う

問

題

意

識

か

ら

、

外

国

の

修

理

需

要

に

対

す

る

関

係

官

庁

と

造

船

所

双

方

の

対

応

に

つ

い

て

分

析

を

加

え

た

。

二

点

目

と

し

て

は

、

視

点

を

「

修

」

か

ら

「

造

」

へ

と

移

し

、

明

治

三

〇

年

代

以

降

の

艦

船

建

造

に

つ

い

て

の

外

需

事

務

、

具

体

的

に

は

川

崎

造

船

所

を

は

じ

め

と

す

る

日

本

の

民

間

企

業

に

よ

る

艦

船

の

輸

出

に

つ

い

て

、

①

「

武

器

移

転

（a
r
m
s
 
t
r
a
n
s
f
e
r

）

」

の

性

格

、

②

対

韓

国

・

清

国

外

交

、

③

民

間

造

船

企

業

の

経

営

、

と

い

う

三

つ

の

側

面

か

ら

検

討

を

加

え

た

。 

  

本

論

文

は

序

章

と

終

章

の

ほ

か

、

二

部

六

章

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

。 

 

第

一

部

第

一

章

で

は

、

明

治

一

六

（

一

八

八

三

）

年

の

軍

拡

の

開

始

ま

で

の

期

間

を

対

象

に

横

須

賀

造

船

所

に

お

け

る

外

国

船

修

理

状

況

を

分

析

し

、

外

国

船

修

理

に

関

す

る

明

治

八

（

一

八

七

五

）

年

の

規

則

の

整

備

過

程

や

、

そ

の

前

後

の

時

期

に

お

け

る

外

国

船

修

理

に

対

す

る

海

軍

・

外

務

両

省

の

積

極

的

態

度

を

考

察

し

た

。

ま

た

、

外

国

船

の

修

理

事

務

の

排

除

を

、

横

須

賀

造

船

所

の

軍

工

廠

化

を

目

指

す

海

軍

の

方

針

と

し

て

理

解

す

る

通

説

に

対

し

て

再

検

討

を

試

み

た

。

そ

の

結

果

、

明

治

一

〇

年

代

初

期

に

お

い

て

、

部

外

船

修

理

工

事

の

収

入

に

よ

り

艦

船

製

造

修

理

費

の

不

足

を

補

填

す

る

と

い

う

横

須

賀

造

船

所

の

経

営

策

を

明

ら

か

に

し

た

。

さ

ら

に

同

時

期

の

修

理

船

の

部

外

需

要

が

軍

需

を

圧

迫

し

た

と

い

う

通

説

に

対

し

、

む

し

ろ

外

国

船

を

含

む

部

外

船

修

理

の

収

入

に

よ

っ

て

造

修

船

費

の

予

算

不

足

が

、

あ

る

程

度

緩

和

さ

れ

て

い

た

と

い

う

、

外

国

船

修

理

の

経

営

上

の

意

義

に

つ

い

て

、

新

し

い

解

釈

を

提

示

し

た

。 
 

 

第

二

章

で

は

、

明

治

一

六

（

一

八

八

三

）

年

軍

拡

の

開

始

以

降

を

対

象

と

し

て

、

横

須

賀

造

船

所

に

お

け

る

外

国

船

修

理

の

受

け

入

れ

状

況

を

分

析

す

る

こ

と

で

、

横

須

賀

造

船

所

が

、

軍

需

に

専

念

す

る

た

め

、

生

産

し

て

い

た

民

需

品

や

修

理

業

務

の

多

く

を

放

棄

す

る

こ

と

に

な

っ

た

、

と

の

先

行

研

究

に

対

し

て

再

検

討

を

試

み

た

。

ま

た

、

横

須

賀

造

船

所

の

他

に

、

石

川

島

造

船

所

の

存

在

に

も

着

目

し

た

。

立

地

条

件

や

設

備

条

件

の

制

約

に

よ

っ

て

一

部

の

小

型

商

船

し

か

受

け

入

れ

ら

れ

な

か

っ

た

石

川

島

造

船

所

を

め

ぐ

っ

て

は

、

神

奈

川

県

庁

と

横

浜

税

関

の

間

で

、

外

国

船

修

理

申

請

の

許

可

権

限

を

め

ぐ

る

争

い

が

生

じ

て

い

た

。

本

章

で

は

、

外
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国

船

の

申

請

を

審

議

す

る

権

限

を

め

ぐ

る

外

務

省

・

神

奈

川

県

庁

・

横

浜

税

関

（

大

蔵

省

管

轄

）

の

三

者

の

争

論

に

注

目

し

、

外

国

船

が

東

京

に

回

航

し

て

修

理

を

受

け

る

場

合

に

必

要

と

な

る

「

税

関

決

裁

」

の

規

則

を

通

じ

、

申

請

手

続

き

の

自

由

度

と

効

率

を

向

上

さ

せ

よ

う

と

し

た

外

務

省

の

意

図

に

つ

い

て

検

討

し

た

。 

 

第

三

章

で

は

、

日

清

・

日

露

戦

間

期

に

注

目

し

、

明

治

三

二

（

一

八

九

九

）

年

に

日

本

海

軍

が

修

理

関

係

の

外

部

需

要

を

排

除

し

た

理

由

と

、

石

川

島

造

船

所

浦

賀

分

工

場

や

浦

賀

船

渠

を

代

表

と

す

る

東

京

湾

内

の

民

間

造

船

所

に

よ

る

修

理

部

門

の

外

需

へ

の

従

事

の

状

況

を

検

討

し

た

。

日

清

戦

後

の

海

軍

大

拡

張

に

伴

い

、

在

来

艦

の

検

査

や

汽

缶

換

装

、

輸

入

主

力

艦

の

改

造

な

ど

の

軍

需

に

圧

迫

さ

れ

た

海

軍

工

廠

は

、

や

む

な

く

修

理

船

の

部

外

需

要

を

排

除

す

る

に

至

っ

た

。

一

方

、

日

清

戦

後

に

営

業

を

開

始

し

た

民

間

船

渠

は

、

横

須

賀

海

軍

工

廠

の

副

業

部

門

と

し

て

、

軍

需

に

よ

っ

て

排

除

さ

れ

た

修

理

工

事

を

受

け

入

れ

た

。

特

に

浦

賀

で

は

、

石

川

島

造

船

所

浦

賀

分

工

場

が

主

に

軍

需

に

協

力

し

た

一

方

、

浦

賀

船

渠

は

大

量

の

修

理

船

の

外

需

を

受

け

入

れ

る

と

い

う

、

理

想

的

な

分

業

体

制

が

確

立

し

て

い

た

。 

 

第

二

部

で

は

、

艦

船

輸

出

の

外

需

問

題

を

考

察

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

日

露

戦

争

以

前

の

フ

ィ

リ

ピ

ン

と

韓

国

へ

の

輸

出

活

動

や

川

崎

造

船

所

に

よ

る

清

国

と

シ

ャ

ム

へ

の

艦

船

輸

出

を

検

討

対

象

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

第

四

～

六

章

を

設

け

て

、

日

本

と

輸

出

先

諸

国

双

方

の

視

点

か

ら

、

艦

船

輸

出

の

交

渉

過

程

を

検

討

し

た

。

そ

の

上

で

最

後

に

、

明

治

三

〇

年

代

以

降

に

お

け

る

艦

船

輸

出

の

特

徴

を

ま

と

め

、

艦

艇

建

造

の

経

験

と

技

術

が

未

だ

十

分

で

は

な

か

っ

た

日

本

企

業

が

外

国

政

府

の

艦

艇

注

文

先

と

し

て

選

ば

れ

た

理

由

や

艦

船

輸

出

活

動

に

関

す

る

外

交

・

軍

事

両

面

で

の

政

府

関

与

、

民

間

企

業

が

外

国

発

注

艦

建

造

を

通

じ

て

獲

得

し

た

経

済

的

な

利

益

に

つ

い

て

考

察

し

た

。 

 

第

二

部

の

三

つ

の

章

で

は

、

民

間

企

業

に

よ

る

艦

船

輸

出

の

検

討

に

際

し

て

、

ま

ず

造

船

所

の

経

営

上

の

視

角

か

ら

考

察

し

、

海

軍

省

に

よ

る

注

文

価

格

の

二

倍

に

も

あ

た

る

高

価

格

で

艦

船

を

海

外

に

輸

出

し

て

い

た

川

崎

造

船

所

が

、

外

需

を

通

し

て

高

い

利

潤

を

得

て

い

た

こ

と

を

確

認

し

た

。

ま

た

、

三

井

物

産

に

つ

い

て

も

、

韓

国

へ

の

揚

武

艦

の

輸

出

の

ケ

ー

ス

で

は

、

二

〇

万

円

ほ

ど

多

く

の

利

益

を

得

て

い

た

事

実

が

判

明

し

た

。

従

来

の

研

究

で

は

、

明

治

期

に

お

い

て

川

崎

造

船

所

が

飛

躍

的

な

成

長

を

遂

げ

た

要

因
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に

つ

い

て

、

民

需

＝

航

海

・

造

船

両

奨

励

法

と

い

う

、

政

府

に

よ

る

保

護

政

策

の

存

在

と

、

軍

需

＝

海

軍

の

軍

艦

発

注

に

よ

る

利

益

享

受

と

い

っ

た

、

二

つ

の

観

点

か

ら

の

理

由

の

説

明

が

な

さ

れ

て

き

た

が

、

実

際

は

、

外

需

の

も

た

ら

し

た

経

営

上

の

利

益

が

無

視

で

き

な

い

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る

。

当

時

の

川

崎

造

船

所

は

、

積

極

的

に

海

外

進

出

の

経

営

策

を

打

ち

出

し

、

艦

船

輸

出

の

外

需

を

通

じ

て

、

建

造

経

験

と

経

済

的

利

益

を

蓄

積

し

て

い

っ

た

。

こ

う

し

て

、

大

型

艦

建

造

に

相

応

し

い

施

設

と

技

術

力

を

徐

々

に

整

備

し

、

明

治

末

期

ま

で

に

飛

躍

的

な

発

展

を

遂

げ

た

と

い

え

よ

う

。 

 

し

か

し

、

い

く

ら

積

極

的

な

経

営

策

を

採

っ

て

も

、

当

時

の

民

間

企

業

の

力

だ

け

で

艦

船

を

外

国

へ

輸

出

す

る

の

は

困

難

だ

っ

た

。

「

武

器

移

転

」

と

い

う

視

角

か

ら

み

れ

ば

、

日

本

企

業

の

艦

船

輸

出

を

、

単

純

に

外

交

・

軍

事

的

な

要

因

か

ら

独

立

し

て

展

開

さ

れ

て

い

た

商

行

為

と

し

て

理

解

す

る

の

は

適

切

で

は

な

い

。

商

業

的

な

競

争

を

通

し

て

フ

ィ

リ

ピ

ン

へ

砲

艦

を

輸

出

し

よ

う

と

し

た

浦

賀

船

渠

の

経

営

上

の

失

敗

事

例

は

、

そ

れ

を

裏

付

け

る

も

の

で

あ

る

。

輸

出

が

成

功

し

た

事

例

の

背

景

に

は

、

営

利

上

の

目

的

だ

け

で

な

く

、

朝

鮮

半

島

の

利

権

を

め

ぐ

る

日

露

両

国

の

対

峙

や

、

清

国

の

地

方

官

と

の

接

近

に

よ

る

艦

船

輸

出

を

利

用

し

、

清

国

に

お

け

る

日

本

の

利

権

を

拡

大

す

る

こ

と

、

あ

る

い

は

相

手

国

の

海

軍

建

設

に

対

す

る

影

響

力

の

拡

大

と

い

っ

た

、

日

本

側

の

外

交

・

軍

事

上

の

意

図

が

あ

っ

た

。

つ

ま

り

、

艦

船

輸

出

の

成

功

に

は

日

本

の

国

家

関

与

が

不

可

欠

で

あ

っ

た

こ

と

、

そ

の

関

与

の

度

合

い

は

相

手

国

に

対

す

る

政

治

的

影

響

力

の

強

弱

と

相

関

関

係

に

あ

っ

た

こ

と

が

指

摘

で

き

る

。 

 

終

章

で

は

、

本

論

文

全

体

を

総

括

し

た

上

で

、

艦

船

輸

出

の

外

需

の

性

格

に

つ

い

て

、

船

舶

修

理

の

外

需

と

は

大

き

な

違

い

が

あ

っ

た

こ

と

を

論

じ

た

。

船

底

の

付

着

物

の

掃

除

や

故

障

の

復

旧

工

事

と

い

っ

た

船

舶

修

理

の

外

需

に

お

い

て

は

、

明

治

期

の

日

本

の

官

民

造

船

所

は

、

外

国

交

際

に

係

る

外

需

の

特

別

な

性

格

を

常

に

考

慮

し

、

外

国

船

の

修

理

に

つ

い

て

可

能

な

限

り

の

便

宜

を

与

え

て

い

た

と

い

え

る

。

一

方

、

こ

う

し

た

定

期

点

検

・

修

理

は

、

東

ア

ジ

ア

沿

岸

を

往

来

す

る

外

国

船

に

と

っ

て

も

必

要

不

可

欠

な

工

事

で

あ

り

、

定

期

的

な

需

要

が

見

込

め

た

。 

だ

が

、

艦

船

輸

出

の

場

合

、

輸

出

先

の

ア

ジ

ア

諸

国

が

軍

艦

を

輸

入

す

る

理

由

の

ほ

と

ん

ど

は

、

海

軍

力

の

増

強

と

い

う

軍

事

的

な

事

情

に

よ

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

明

治

期

の

ア

ジ

ア

諸

国

が

艦

船

を

輸

入

す

る

需

要

は

、

必

ず

し

も

輸

出

先

各

国

の

国

防

上

の



２１ 
 

見

地

に

よ

る

「

自

発

的

」

な

需

要

で

は

な

く

、

日

本

や

第

三

国

で

あ

る

列

強

に

よ

っ

て

創

出

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

い

わ

ば

、

輸

出

先

の

ア

ジ

ア

諸

国

に

対

し

て

「

押

し

付

け

た

需

要

」

と

も

い

え

る

も

の

で

あ

り

、

国

内

政

治

や

列

強

の

割

拠

と

い

う

、

国

際

政

治

的

な

事

情

か

ら

生

じ

た

需

要

で

あ

っ

た

点

は

無

視

で

き

な

い

。

以

上

か

ら

考

え

れ

ば

、

外

需

の

性

格

は

、

外

国

か

ら

の

需

要

と

い

う

よ

り

は

、

む

し

ろ

日

本

側

の

「

外

交

上

の

需

要

」

あ

る

い

は

「

対

外

進

出

の

需

要

」

に

よ

る

も

の

だ

っ

た

と

解

釈

す

る

の

が

適

切

で

あ

ろ

う

。 
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